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１ ２ ３ ｄ ５ ６ ７ ８ 唸 政 平 均
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実験授桑Ａ－１（％） 43.00 33.70 23.30 ０ 100.00
実験授桑A ‾i ％） 58.30 29.80 11.90 ０ 】00.00
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・ 択軒人数 記述的知輿 分沂的知鴆 ll明的知識 雌合計
谷［囗1 工所
３　人 ８ ５ ４ １７
30'00％ <12.11 33.33 66.67 12.50
韶挧搬顛
７　人 い １０ ２ ２３
70.00％
57.89 66.67 33.33 57.50







































記逐的知謀 分沂卿畑奠 説町的知識 J囂合計 偏 考
冥駿授業B TTS（％） 42.11 33.33 66.67 100.00
Ⅲ爽酳授業人－１（％） 43.00 33.70 23.30 100.009u 畆,1.。。 －0.89 －Q.37 43.37 ４．Ｕ
哭酸哇業Ｄ 鵑T（％〉 57. *9 66.67 33.33 100.00




























―  36  ―
肯定的に無批判を知らせるために道具に留まっていい
ものであろうか。如何にすれば次の時代を担いうるの
に必要な『意思決定能力』を社会科教育が培うことが
できるのだろうかＯこれらについては，今まであまり
論及されなかった。本研究は，この点について実証的
に明らかにしようとした。児童の社会的事象への探究
心を高め，記述的な知識を如何により質の高い知識の
育成に役立てるか。これには，分析視点が明確にされ
た『調査活動』が周到に準備された環境が，背景にな
ければならない。なぜなら，児童の意思決定は，より
整理された質の高い知識によって高まるからである。
現代社会は，情報の社会であるといわれている。数
多い情報が，無秩序に受け入れられる時，それは，学
習者の弊害となる。もし，その情報が受信者によって
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合理的に分析され総合されていくならば，それは，社
会生活に必ず役立つものになる。分析視点を明確にし
た『調査活動』とは，この作業を裏付ける一つの作業
にほかならない。
質の良い知識が，より質の良い意思決定を生み出す
のである。
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